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医師の紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅雨の晴れ間がまちどおしい季節となりました。 

この度、６月１日付で副院長及び第二内科部長兼務を命ぜられ、身の引き締まる思いでございま

す。私は、昭和５６年京都大学を卒業、京都大学医学部附属病院にて研修、兵庫県立塚口病院、

京都大学医学部附属病院で勤務いたしました。京都大学医学部で学位を取得し、京都大学医学部

附属病院老年科にて老年内科の診療と研究に従事しておりました。平成５年に当病院に着任し、

老年内科・老年消化器内科・老年神経内科を専門に高齢者医療に従事してまいりました。当院は、

日本内科学会教育関連病院、日本老年医学会・日本消化器病学会認定施設、日本消化器内視鏡学

会指導施設です。高齢化社会に即応した、患者さまとの信頼関係を重視した診療に努めてまいり

ますので、よろしくお願い申し上げます。 
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地域連携・医療福祉相談室だより 
 

◆京都大学医学部臨床教授   

◆京都大学医学博士 ◆日本医師会認定産業医 

◆日本老年医学会専門医・指導医・代議員 

◆日本内科学会認定医・責任指導医・近畿地方会評議員   

◆日本消化器病学会専門医・責任指導医・評議員 

◆日本消化器内視鏡学会専門医・責任指導医  

◆日本消化吸収学会評議員 ◆日本消化器免疫学会評議員 

◆日本病態栄養学会評議員 ◆日本糖尿病協会登録医 

  

副院長 

向夏の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、

厚く御礼申し上げます。日頃から、病院、診療所の先生方には、入院、外来診療、ＣＴ

（64列）等の検査のご紹介をいただきまして誠にありがとうございます。 

 今後とも、地域に根差した質の高い医療を提供すべく、地域医療連携にますます力を

入れて参りたいと思っております。ご相談等ございましたら、一度ご連絡いただけると

幸いです。今後とも、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 



 

 

 

 

 

 

平成 24 年４月に外科部長として着任しました徳永行彦です。京都大学を卒業、神戸市立中央

市民病院で研修、京都大学医学部附属病院、姫路医療センターに勤務しました。米国で研究と臨

床に従事して帰国後、京都市立病院、京都大学医学部附属病院で消化器外科の診療と研究に従事

しておりました。舞鶴市民病院と大阪北逓信病院で消化器外科、肛門科、がん化学療法の診療に

従事して参りました。消化器がん（胃がん、大腸がん，肝胆膵がん）の手術、抗がん剤治療、消

化器疾患治療、肛門疾患（痔核、裂肛、痔瘻）の手術を永年行っております。肛門疾患では、痔

核を切らず治す「ジオン注射硬化療法」を日帰り治療で、痔瘻には手術時間が短く再発がない「シ

ートン法」など専門治療を行っています。お気軽にお声をかけて下さい。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 外科学会専門医、指導医、 

◆ 消化器外科学会専門医、指導医、 

◆ 大腸肛門病学会専門医（直腸・肛門領域）、 

◆ 臨床外科学会評議員、内視鏡外科学会評議員、 

◆ 外科感染症学会評議員、近畿外科学会評議員 

◆日本内科学会内科認定医・指導医 

◆消化器病学会専門医 

◆内視鏡学会専門医 

 

外科部長 

消化器科部長 

この度、6月 1日付で消化器科部長を拝命いたしました渡邉と申

します。私は、平成 21年 1月に国立病院機構京都医療センターよ

り当院第二内科に着任し、吉岡第二内科部長（現副院長）の指導

の下、主として消化器内視鏡診療の体制構築に取り組んできまし

た。平成 22年の内視鏡ファイリングシステムの更改に始まり、 

平成 23年には NBI・拡大内視鏡を導入し、地域の先生方からの検

査依頼にも対応することができるようになりました。また、本年 

3月には念願であった内視鏡室の移転・拡張を行うことができ、環

境整備と検査効率の改善も達成しています。今後、消化器科では

消化器疾患のプライマリケアと消化管疾患（消化性潰瘍、胃・大

腸癌、炎症性腸疾患など）を中心に、医療の標準化と効率化に取

り組んで行く所存です。これからも御指導・御鞭撻のほど、よろ

しくお願いいたします。 

NBI を搭載した 

内視鏡システム 

 

2Ｆ内視鏡室前 

 



健康寿命日本一！？                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当院では、患者さまに待ち時間を短くスムーズに診療・検査を受けていただけるよう

予約をお受けしています。 

 

１.診療・検査依頼書（FAX送信票）に記入の上、地域医療連携室まで FAXしてください。 

２.時間等調節後、折り返し 診療・検査予約票を FAXにてお送りします。                             

３.患者さま来院時ご持参いただくもの：予約票、診療情報提供書、健康保険証、当院の診察券 

 ※診療・検査依頼書は、京都逓信病院のホームページからもダウンロードできます。 

ご利用ください。（アドレス：http://www.hospital.japanpost.jp/kyoto/） 

 

 

 

 

・診療・検査申込                   ・診療・検査予約票 

  (FAX 送信票)                     ・診療情報提供書 

      ・診療・検査予約票         ・健康保険証 

 

 

 

 

         ・診療・検査予約票 

 ・診療情報提供書 

 

診療・検査予約の流れ 

京都逓信病院 

紹介元 

医療機関 
患者さま 

6月に厚生労働省が「健康寿命日本一」を発表しました。

健康寿命とは、「健康上の問題で日常生活が制限されるこ

となく生活できる期間」と定義されています。介護を受

けたり病気で寝たきりになることなく、自立して健康に

生活できる期間“健康寿命”。 

都道府県別で健康寿命が最も長い県として男性は愛知

県で 71.74歳、女性は静岡県で 75.32歳でした。最下位

は男性が青森県で 68.95歳、女性が滋賀県で 72.37歳と

のことでした。全国平均は男性が 70.42歳で、女性が

73.62歳。そして、京都府ですが、男性 70.40歳の 26位。

女性 73.50の 28位でした。 

 

 

http://www.hospital.japanpost.jp/kyoto/


京 都 逓 信 病 院 へ の ア ク セ ス  

〒604-8798京都市中京区六角通新町西入西六角町 109 

<<駐車場完備>> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●お車で       堀川通より：六角通東行き３筋目越えすぐ 

御池通より：西洞院通南行き３筋目左折すぐ 

烏丸通より：蛸薬師通西行き２筋目右折すぐ 

四条通り ：新町通北行き２筋目越えすぐ 

●地下鉄・各線乗り換え 「四条駅」下車（２２号出口）徒歩 7分または「烏丸御池駅」下車（６号出口）徒歩 7分 

●近鉄                「竹田駅」下車、地下鉄（烏丸線）乗り換え「四条駅」または「烏丸御池駅」下車  

●京阪                 「三条駅」下車、地下鉄（東西線）乗り換え「烏丸御池駅」下車 

●JR                  「京都駅」下車、地下鉄（烏丸線）乗り換え「四条駅」または「烏丸御池駅」下車 

●阪急                 「烏丸駅」下車（２２号出口）徒歩７分     

●市バス        「烏丸三条」下車徒歩７分または「四条西洞院」下車徒歩５分   

 

地域連携・医療福祉相談室 

電話番号  ０７５－２４１－７１７６（直通） 

             ０７０－５６５８－１２０９(直通) 

ファックス ０７５－２４１－７１７６ 

 

本院では、循環器内科医、整形外科医、泌尿器科医不在のため、1)超急性冠疾患患者 2)超急性脳血管障害患者 3)

整形外科・泌尿器科の特殊状態の疾患患者 4) ICU/HCU が患者管理に必須の超重症患者 等は受け入れが困難ですが、

症状に応じてご相談させていただきたく考えています。 

 


